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事業の課題 徐々に各事業とも認知度が高まっていますが、継続した環境啓発が必要と思われます。

平成26年5月31日（土）　12：00～18:00

浜松市ギャラリーモール　ソラモ

髙根美保、村河善信、藤田由己、外村潤二、中津川友香

①生ごみ減量「段ボールde生ごみ処理」テキスト配布とスタートキッド販売
②雑がみの分別　・雑がみ分別ゲーム　・雑がみ重さ当てゲーム
③浜松市西部清掃工場紹介

事業の成果

イベント参加人数　約1,000人（主催者報告）
各実施内容とも市民に丁寧に説明することができました。
段ボールテキスト配布では、既にコンポストや密封容器の実施者の声を聞くことができました。ま
た、使用方法等の質問などを受付けすることができました。
興味を持たれた方には、配布を行いました。基材については、各自で手に入るとのことで販売には
いたりませんでした。
雑がについては、高齢者の家庭では認知度が低い事がわかりました。但し、昨年度、浜松市が市
内幼小中に雑がみ回収袋を配布したことで周知度が上がったことも分かりました。
浜松市西部清掃工場の事業については、「もったいない市」の周知度が大変高い事が分かりまし
た。
配布物：雑がみクリアファイル、雑がみ回収袋、雑がみマグネット、リサイクルステーションチラシ、
えこはま各チラシ（「もったいない市」・資源物回収・瓦版・エコ講座カレンダー）

講師派遣 事業サイクル 継続事業

活動の目的

家庭から出される「もえるごみ」の減量啓発と環境イベントの広報告知

実施内容
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資源循環情報の収集・提供と推進のための普及啓発事業 

浜松市省エネフェア

髙根　美保 NPO法人エコライフはままつ


